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高齢者の暮らしを守る
職場での男女共同参画を考えよう
４月から子どもの医療費が

「窓口定額化」になります

平成30年２月13日発行つるが
３月

再生紙を使用しています
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平
成
28
年
度
に
敦
賀
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
高
齢

者
虐
待
の
相
談
件
数
は
46
件
あ
り
、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

近
所
や
地
域
に
暮
ら
す
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
日
常
的
に
あ
い
さ
つ
し
、

声
を
か
け
あ
う
こ
と
や
介
護
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
家
族
の
話
を
聞
く
こ

と
で
、
高
齢
者
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
に
気
づ
き
、
虐
待
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
介
護
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
地
域
の
見

守
り
や
声
か
け
、仲
間
作
り
を
行
い
、

虐
待
が
起
こ
り
に
く
い
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が

低
下
す
る
と
、
不
動
産
や
預
貯
金
な

ど
の
財
産
管
理
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
入
所
に
関
す
る
契
約
を
自
分

で
行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
を
保
護
し
、
本
人
に
代
わ
っ
て

支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　

将
来
の
自
分
や
家
族
の
権
利
を
守

る
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
成
年

後
見
制
度
」
の
利
用
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
成
年
後
見
制
度
に
は
２
種

類
あ
り
ま
す
。

①
任
意
後
見
制
度　

　

将
来
、
判
断
能
力
が
衰
え
た
時
に

備
え
、
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
誰

に
何
を
頼
み
た
い
か
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

　

将
来
頼
み
た
い
人（
任
意
後
見
人
）

と
一
緒
に
公
証
役
場
に
行
き
、
頼
み

た
い
こ
と
の
書
面
（
公
正
証
書
）
を

作
成
し
、
任
意
後
見
契
約
を
結
ん
で

お
き
ま
す
。

②
法
定
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
人
の
財
産

管
理
や
契
約
行
為
を
本
人
に
代
わ
っ

て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

法
定
後
見
制
度
の

　

手
続
き
の
流
れ

❶
申
立
て

　

本
人
や
配
偶
者
、
４
親
等
内
の
親

族
な
ど
に
よ
り
居
住
地
の
家
庭
裁
判

所
に
申
立
て
を
行
い
ま
す
。

❷
調
査
・
審
査

　

家
庭
裁
判
所
職
員
が
本
人
等
か
ら

事
情
確
認
を
行
い
、
家
庭
裁
判
所
が

成
年
後
見
人
に
最
も
適
切
と
思
わ
れ

る
人
（
配
偶
者
や
親
族
、
法
律
、
福

祉
の
専
門
職
な
ど
）を
選
任
し
ま
す
。

❸
後
見
等
の
支
援
開
始

　

審
判
確
定
後
、
法
務
局
に
登
記
さ

れ
、
成
年
後
見
人
等
が
家
庭
裁
判
所

が
審
判
し
た
内
容
に
基
づ
き
支
援
を

開
始
し
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
多
く
の
方
が

長
寿
を
迎
え
ら
れ
る
一
方
、
家
族
な

ど
が
高
齢
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る

「
高
齢
者
虐
待
」
が
社
会
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
に
は
左
表
の
よ
う
な

５
つ
の
分
類
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
必
ず
し
も
家
族
な

ど
が
「
悪
意
を
も
っ
て
」
し
て
い
る

場
合
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
生

懸
命
に
介
護
を
し
て
い
て
、
心
身
が

疲
れ
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
虐
待
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
高

齢
者
の
た
め
に
」
と
思
っ
て
し
て
い

る
こ
と
が
虐
待
に
つ
な
が
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
人
だ
け
で
介

護
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
わ
ず
に
、
悩

み
ご
と
が
あ
れ
ば
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、「
ま
さ
か
あ
の

人
が
」
と
思
う
人
で
も
、
い
ざ
そ
の

立
場
に
な
る
と
虐
待
を
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
思
い
あ

た
る
こ
と
や
気
に
な
る
方
が
い
る
場
合

は
、
す
ぐ
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
相
談
・
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

高齢者の暮らしを守る
高齢者虐待を防ぐ × 高齢者の権利を守る

住み慣れたまちでずっと笑顔で暮らす――――

高齢者が不安や心配を抱えることなく暮らしていくには、家族や周囲の人たちの理解と協力が欠か

せません。高齢者の尊厳を守ること、高齢者の権利を守ることについて一緒に考えましょう。

高齢者を守るために

できることって

なんだろう

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ

高
齢
者
の
権
利
を
守
る

成
年
後
見
制
度

高
齢
者
虐
待
の
状
況

地
域
で
支
え
合
う

男性４人
8.7％

女性42人
91.3％

虐待を受けている人

身体的虐待
45.3％

心理的虐待
31.3％

介護や世話の
放棄・放任

12.5％

経済的虐待
10.9％

虐待の内容

息子
45.1％

夫
23.5％

娘の配偶者
7.8％

息子の配偶者
5.9％

娘 5.9％

孫 5.9％ その他 5.9％

虐待をしている人

地域包括支援センター「あいあい」
（敦賀市福祉総合センター「あいあいプラザ」内）
　担当地域　粟野地区以外　　☎２２－７２７２
地域包括支援センター「なごみ」
（つるが生協在宅総合センター和内）
　担当地域　粟野　　☎２１－７５３０
地域包括支援センター「長寿」
（敦賀市役所長寿健康課内）　
　担当地域　市内全域　　☎２２－８１８１

高齢者虐待・成年後見制度相談窓口

身体的虐待

▶殴る・蹴る・つねる・ベッドに縛り付
　ける
▶無理やり食事を口に入れる　
▶外からカギをかけて閉じ込める　など

心理的虐待

▶怒鳴る・ののしる・無視して口をきか
　ない　
▶トイレに行けるのにおむつをあてる
▶排泄の失敗や、食べこぼしなどを人前
　で話し、恥をかかせる　など

介護や世話の
放棄・放任

▶食事や入浴、排泄などの世話をしない
▶必要な治療や介護を受けさせない
▶冷暖房を使わせず劣悪な環境で生活さ
　せる　など

経済的虐待

▶本人の年金や通帳を勝手に使う
▶入院や受診、介護保険サービスなどに必
　要な費用を支払わない　
▶本人の自宅等を本人に無断で売却する
　など

性的虐待

▶同意のない性的接触や嫌がらせ、その
　強要をする
▶排泄の失敗に対して懲罰的に下半身を
　裸にして放置する
▶人前でおむつ交換をする　など

＜高齢者虐待の分類＞
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職
場
の
男
女
共
同
参
画
、

市
民
の
意
識
は
？

　

市
民
と
市
内
事
業
所
を
対
象
に
実

施
し
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意

識
調
査
※
（
以
下
「
意
識
調
査
」）

の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
民
の
意
識

▼
職
場
で
の
男
女
の
立
場
は
？

・
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
、

　

ま
た
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
優
遇

　

さ
れ
て
い
る　
　
　
　

57
．
０
％

・
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
、

　

ま
た
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
優
遇

　

さ
れ
て
い
る　
　
　
　

８
．
６
％

・
同
程
度　

17
．
４
％

▼
家
庭
と
両
立
し
な
が
ら
働
き
や
す

　

い
状
況
だ
と
思
う
か

・
そ
う
思
う　

33
．
４
％

・
そ
う
思
わ
な
い　

38
．
０
％

▼
現
在
の
女
性
は
働
き
や
す
い
状
況

　

で
あ
る

・
そ
う
思
う　

14
．
０
％　

・
そ
う
思
わ
な
い　

52
．
４
％

▼
働
き
や
す
い
と
思
わ
な
い
理
由

・ 

働
く
場
が
限
ら
れ
て
い
る 

46
．６
％

・
育
児
・
介
護
休
業
の
支
援
制
度
が

　

整
っ
て
い
な
い　
　
　

45
．
２
％

　

事
業
所
の
取
り
組
み
状
況

▼
男
女
問
わ
ず
能
力
を
発
揮
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
職
場
か

・
発
揮
で
き
る
職
場
で
あ
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
．
０
％

▼
育
児
休
業
制
度
を
実
施
し
て
い
る

　

事
業
所
の
割
合　
　
　

89
．
７
％

▼
介
護
休
業
制
度
を
実
施
し
て
い
る

　

事
業
所
の
割
合　
　
　

77
．
６
％

▼
育
児
や
介
護
中
の
従
業
員
に
、

　

家
庭
と
の
両
立
に
配
慮
し
た
人
員

　

配
置
を
し
て
い
る
事
業
所
の
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63
．
８
％

▼
育
児
休
業
や
介
護
休
業
に
対
す
る

　

事
業
所
の
認
識

・
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
の
で
、

　

長
期
的
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

48
．
３
％

　

意
識
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
職
場

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
が
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
と
、
市
民
が
感
じ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
所
で
は
、
男
女
と
も

に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

従
業
員
に
対
す
る
男
女
共
同
参
画

へ
の
理
解
促
進
や
、
育
児
・
介
護
休

暇
制
度
の
周
知
・
利
用
促
進
と
い
っ

た
、
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

あ
な
た
の
身
近
に
男
女
共
同

参
画
推
進
員
が
い
る
！

　

市
で
は
、「
第
３
次
つ
る
が
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
男

女
共
同
参
画
の
啓
発
活
動
や
取
り
組

み
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、
育
児
・
介
護
休
業

の
取
得
促
進
を
は
じ
め
、
多
様
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、
女
性
の
管
理

職
へ
の
登
用
を
進
め
る
な
ど
、
職
場

で
の
男
女
共
同
参
画
推
進
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
員
を
事
業

所
で
50
人
、
地
域
で
50
人
の
方
に
委

嘱
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
員
は
、
市
が
実
施
す
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策
へ

の
協
力
や
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
相
談
等
に
対
し
て
専
門
機
関
等
を

紹
介
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
次
頁
で
は
市
内
事
業
所
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

話
し
合
お
う

　

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
は
、
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
労
働
力
不
足
や
少

子
化
な
ど
、
現
在
の
日
本
が
抱
え
る

問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

意
識
調
査
の
「
男
女
が
と
も
に
家

事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
か
」
と
の
問
い
に
、
多
く
の
方

が
「
夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と
」、

「
労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
が
普

及
す
る
こ
と
で
、
仕
事
以
外
の
時
間

を
よ
り
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
職
場
、
家
庭
で
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

他
の
事
業
所
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
職
場
で
の
男
女
共
同
参
画
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

職場での男女共同参画を考えよう！
　「男女共同参画社会」とは、男女がともに喜びも責任も分かちあい、

一人ひとりが生き生きと豊かに暮らせる社会です。

　今回は、職場での男女共同参画に関する市民の皆さんの意識や、市内

事業所の男女共同参画に関する取り組みなどを紹介します。

　男性も女性も生き生きと働ける職場環境について考えましょう。

市内事業所の男女共同参画の取り組みを紹介します！ みんなで考え、行動しよう

問合せ先　市民協働課　☎２３－５４１１

岡
お か だ

田　良
よ し お

雄さん

私
が
男
女
共
同
参
画

推
進
員
で
す
！男女が共に活躍できる職場環境づくり

　現在、男性中心の職場が多く、女性管理職がいない状況です。そのため、女性が管理職と
して活躍できる環境整備を行い、女性が少なかった職種に積極的に女性を採用する計画を策
定しました。女性社員へのアンケートでは、積極的に管理職を目指す女性が少なく、家庭と
の両立に悩む姿も垣間見え、少しでも不安を解消するため、育児休業取得など子育てしやす
い環境づくりに努めています。また、男性中心の職場にも顧客の理解を得ながら、女性を採
用していきます。今後も男女が生き生きと働ける環境づくりに努めていきます。

アイビックス敦賀支店
所在地：野神４０－２４０　　主な業種：警備保障　
従業員数：３１０人（男性２０４人、女性１０６人）

株式会社

技術部　次長

角
か く だ

田　勝
かつひろ

洋さん

私
が
男
女
共
同
参
画

推
進
員
で
す
！男女が生き生きと働ける職場環境を目指して

　主な業種が運輸業という事もあり、現在は男性社員が多い職場となっています。しかし、
貿易実務・通関・運転手等、各職場で女性が活躍中です。採用企業説明会では当社で活躍し
ている女性の紹介を行う等、女性の応募を増やす取り組みを進めています。社員には新たな
知識、資格取得に向けて社外研修やスキルアップ研修への参加を推進しています。制度面に
おいては、育児休業時の休業給付・社会保険料免除等の仕組みを解説した資料を独自に作成
し、周知する等、より男女共同参画が実現するべく職場環境改善を心掛けています。

敦賀海陸運輸株式会社 所在地：桜町２－１０　　主な業種：運輸業　
従業員数：２９９人（男性２７５人、女性２４人）

総務部　次長

上
う え の

野　将
しょうた

太さん

私
が
男
女
共
同
参
画

推
進
員
で
す
！男女共に個々の能力を尊重・発揮できる支援体制の確立

　当社は、敦賀市の男女共同参画推進員に加え、福井県の「ふくい女性活躍推進企業+」に
も登録されています。女性を重要な戦力と捉え、仕事と家庭の両立を実現し、働きやすく活
躍できる職場環境づくりを進め、男女問わず個々の能力を尊重・発揮できるよう支援体制を
充実させています。また、女性社員に行ったアンケート結果をＨＰ等に公開するなど、情報
公開にも力を入れていますので、ぜひご覧ください。今後、働き方改革にも積極的に取り組
み、１人１人が長く安心して働くことのできる職場環境づくりに努めていきます。

株式会社塩浜工業 所在地：観音町１２－１　　主な業種：総合建設業　
従業員数：３５７人（男性３０５人、女性５２人）

事務総合本部　係長

▲
推
進
員
を
委
嘱
し
て
い
る
事

業
所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

開
し
て
い
ま
す
。（
上
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

※第３次つるが男女共同参画プラン策定資料より抜粋
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から
４ １月 日

から
４ １月 日

　市では、市民サービスの一層の向上と事業経営の効率化を図るため、平成30年４月１日から、これまで上下水道サ

ービス課職員が行っていた上下水道料金などの受付、検針、料金収納業務を民間事業者に委託します。今回の委託を実

施するにあたり、市民の皆さまにあらためて手続きいただくことはありません。

・水道料金・下水道使用料
・農業集落排水処理施設使用料
・漁業集落排水処理施設使用料
・下水道受益者負担金・分担金

取り扱う料金

・上下水道の使用水量や料金に関する
　問い合わせ
・上下水道の使用開始・休止の受付
・現地での開栓・閉栓作業
・水道メーター等の検針業務　など

委託する業務内容
ヴェオリア・ジェネッツ株式会社

受託事業者

市役所 １階
敦賀市上下水道お客様センター

（現在の上下水道サービス課窓口）

業務場所

水道料金の支払いがコンビニエンスストアでも可能に！
平成 30 年４月１日以降に発行する納入通知書から、バーコード付きの様式と
なり、全国のコンビニエンスストアでお支払いいただけます。
※ 30 万円を超えるものは、コンビニエンスストアでのお支払いはできません。

▲ヴェオリア・ジェネッツ株式会社の社
員・検針員は、会社指定の制服（写真）
を着用し、身分証明書を携帯しています。

検針員
制服

社員
制服

上下水道料金等に関する業務を
民間委託します 問合せ先　上下水道サービス課　☎22－8143

※4/1以降は上下水道お客様センターとなります。

４月から子どもの医療費が
「窓口定額化」になります！

０歳～中学３年生までの子どもの医療費助成が次のとおり変わります。

※対象者のいる家庭に新しい医療費受給者証
　を３月下旬に発送します。
※現在お使いの医療費受給者証は４月以降
　使用できません。

　県内医療機関で受診するときに、新しい医療費受

給者証を提示すると、保険診療分の医療費の支払い

がその場で助成され、負担するのは自己負担金の
み（未就学児と母子家庭等医療または、重度障害者

医療の対象者は無料）となります。

３月まで

病
院

市
役
所

医療費支払い

自己負担金を
引いた額を振込

利
用
者

病
院

利
用
者

４月から

自己負担金のみ
支払い

自己負担金

※１　通院の場合：自己負担金は１医療機関（医科・歯科ごと）につき発生します。
※２　入院の場合：自己負担金が4,000円／月を超える分は無料です。

対　象 通院 入院 調剤

子ども医療費

０歳～小学校入学前
（未就学児） なし なし なし

小学校１年生～中学３年生
１医療機関につき
５００円／月

１医療機関につき
５００円／日 なし※１ ※２

医療機関を受診する際には 医療費受給者証と健康保険証を医療機関に提示してください。
受給者証がない場合は、これまでと同じく窓口でお支払いください。

県外で医療機関を受診した場合

医療機関からの領収書（受診者・領収印・保険点数がわかるもの）と印鑑、受給者証を持参し、市役所
窓口にて請求手続きを行ってください。

学校や保育園等で怪我をした場合

学校・保育園等での怪我や疾病などの治療は、独立行政法人日本スポーツ振興センターの共済制度の対象
となり、医療費助成に該当しない場合がありますので、事前に学校・保育園等へ確認をお願いします。

問合せ先　子ども医療費・母子家庭等医療費助成に関すること　児童家庭課　☎ 2 ２－８１２５
　　　　　　重度障害者医療費助成に関すること　　　　　　　　地域福祉課　☎２２－８１７６

※上下水道の工事については、上水道課（☎22-8144）、下水道課（☎22-8145）までお問い合わせください。

　４月から男女共同参画センターが南公民館３階へ移転します。女性相談窓口、市民活動団体の交流
スペース「交流サロン」は移転後も引き続き利用できます。
　現在の施設は3月31日をもって閉鎖し、移転先においては貸館業務を行いませんので、ご理解のほど、
よろしくお願いします。

※南公民館の休館日は、４月１日以降も、これまでどおり月曜日、第３日曜日、年末年始です。

男女共同参画センターが
南公民館３階に移転します

移転前（３月31日まで） 移転後（４月１日以降）

所在地 三島町2丁目1番6号 本町2丁目1番20号 南公民館3階

電話・ＦＡＸ 電話 ２３－５４１１・ＦＡＸ ２３－５６６２

休館日 祝日、第3日曜日、年末年始

貸館 あり なし

交流サロン あり あり（南公民館３階）

女性相談窓口 あり あり（南公民館３階）

移転前後一覧表 移転場所周辺図

国道８号

↑気比神宮

子育て総合支援
センター

南公民館
（移転先）

ア
ル
・

プ
ラ
ザ

JR 敦賀駅→

気比中学校→

本町２

本町

白銀

● 本町第３公園

◉

　中学３年生までの子どもは、県内医療機関で受診するときに、新しい医療費受給者証を提示すると、保険診療

分の医療費の支払いがその場で助成され、無料となります。ただし、精神障がい者は、通院医療のみ助成対象です。
※高校生以上の人は、今まで同様、県内医療機関での受診時に、窓口で医療費受給者証を提示し、保険診療分の医療費をお支払

　いください。

母子家庭等医療費助成制度 重度障害者（児）医療費助成制度および



問合せ　健康推進課　☎２５－５３１１

11VOL．

生活に１つ加える健康習慣

通信

　こころの不調は本人は自覚しづらいものです。家族
や友人、同僚など身近な人が気づいて、サポートして
いきましょう。私たちにできる 4 つのポイントについ
て紹介します。

私たちにできること３
　平成 28 年には全国で約 2 万１千人の方が自殺で亡
くなり、敦賀市では 9 人の方が亡くなっています。40
～ 60 代の男性が多く、その原因・動機は、精神疾患
や身体の病気といった健康問題が最も多くなっていま
す。

敦賀市の現状１

平成 28 年地域における
自殺の基礎資料より

自殺の原因・動機
家庭問題
　19％

健康問題
　25％勤務問題

　12％

その他
19％

不詳
13％

経済・
生活問題

12％

　うつ病は、眠れない、食欲がない、一日中気分が落
ち込んでいる、何をしても楽しめないといった症状が
あります。自殺者のほとんどが、最終的にうつ病を発
症し、自殺に至ってしまいます。突然うつ病になるこ
とはありません。日々のストレスが解消されず、積み
重なった結果、こころの病気を招くことになります。

うつ病と自殺の関係２

□　毎日の生活に充実感がない
□　これまで楽しんでやれていたことが、今
　　ではおっくうに感じられる
□　以前は楽にできていたことが、今ではおっ
　　くうに感じられる
□　自分が役に立つ人間だと思えない
□　わけもなく疲れたような感じがする

ストレスチェックしてみよう！

　上記の２項目があてはまり、その状態が 2 週間
以上ほとんど毎日続き、生活に支障がでている場
合は要注意です。早めに医療機関を受診しましょ
う。（厚労省「うつ対策推進マニュアル」より）

※その他にも、相談窓口や無料相談会があります。詳しくは、
　Ｐ 14、16、22 をご覧くさい。

　敦賀市では、様々な悩みに対する相談窓口を設置し
ています。もし 1 人で悩んでいるのなら、どうか一度
相談窓口を利用してください。

ひとりで悩んでいませんか？４

と　き　３月１日㈭、２２日㈭
　　　　９：30 ～ 16：15
ところ　健康センター はぴふる
対　象　市民の方　定　員　各日５人（予約制）
問合せ・申込先　健康推進課

３月のこころの相談日

３月は自殺予防対策月間 心のＳ
エ ス

Ｏ
オ ー

Ｓ
エ ス

に耳をすませて
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問
といあわ

合せ　地
ち い き ふ く し か

域福祉課　☎２２－８１７６

「障
し ょ う が い し ゃ

害者差
さ べ つ

別解
か い し ょ う ほ う

消法」を知
し

っていますか？
障
しょう

がいを理
り ゆ う

由とする差
さ べ つ

別の解
かいしょう

消を推
すいしん

進し、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、互
たが

いにその人
ひと

らし
さを認

みと

め合
あ

いながら、共
とも

に生
い

きる社
しゃかい

会を目
め ざ

指すことを目
もくてき

的として平
へいせい

成 28 年
ねん

４月
がつ

から施
し こ う

行さ
れています。正

せいしきめいしょう

式名称は「障
しょう

がいを理
り ゆ う

由とする差
さ べ つ

別の解
かいしょう

消の推
すいしん

進に関
かん

する法
ほうりつ

律」と言
い

います。

出
しゅってん

典：内
な い か く ふ

閣府「「合
ごうりてきはいりょ

理的配慮」を知
し

っていますか？」
リーフレットより

　障
しょう

がいを理
り ゆ う

由とした不
ふ と う

当な差
さ べ つ て き と り あ つ か

別的取扱いを受
う

けた、合
ご う り て き は い り ょ

理的配慮を提
ていきょう

供してもらえなかったな

ど、困
こま

ったことがあれば、地
ち い き ふ く し か

域福祉課に相
そうだん

談し

てください。

困
こ ま

ったときは…

　この法
ほうりつ

律では、「不
ふ と う

当な差
さべつてきとりあつか

別的取扱い」の禁
き ん し

止と「合
ご う り て き は い り ょ

理的配慮」の提
ていきょう

供を求
もと

めています。私
わたし

た
ち一

ひ と り

人ひとりができることを考
かんが

え、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らせる社
しゃかい

会の実
じつげん

現を目
め ざ

指
しています。

障
しょう

がい者
し ゃ

に対
た い

する差
さ べ つ

別をなくすために

　障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

して、正
せいとう

当な理
り ゆ う

由もなく、

障
しょう

がいを理
り ゆ う

由としてサービスの提
ていきょう

供を拒
き ょ ひ

否・

制
せ い げ ん

限することや、障
しょう

がいのない人
ひと

にはつけな

い条
じょうけん

件をつけることなどが禁
き ん し

止されています。

正
せいとう

当な理
り ゆ う

由があると判
はんだん

断した場
ば あ い

合は、その理
り ゆ う

由

を説
せつめい

明し、理
り か い

解を得
え

るように努
つと

めましょう。

「不
ふ と う

当な差
さ べ つ て き

別的取
とりあつか

扱い」の禁
き ん し

止
＜不

ふ と う

当な差
さべつてきとりあつか

別的取扱いの具
ぐ た い

体例
れい

＞
▶学

がっこう

校の受
じゅけん

験や
入
にゅうがく

学 を 拒
き ょ ひ

否 す
る。

◀保
ほ ご し ゃ

護者や介
かいじょしゃ

助者
がいないとお店

みせ

に
入

い

れない。　障
しょう

がいのある人
ひと

から、社
しゃかい

会の中
なか

にあるバリア

（壁
かべ

や妨
さまた

げになるもの）を取
と

り除
のぞ

くために何
なん

ら

かの配
はいりょ

慮を求
もと

める意
い し

思表
ひょうめい

明があった時
とき

に、負
ふ た ん

担

が重
おも

すぎない範
は ん い

囲で対
たいおう

応することを求
もと

めていま

す。

　負
ふ た ん

担が重
おも

すぎて対
たいおう

応できない場
ば あ い

合には、別
べつ

の

やり方
かた

を提
ていあん

案することを含
ふく

め、話
はな

し合
あ

い、理
り か い

解

を得
え

るように努
つと

めましょう。

「合
ご う り て き

理的配
は い り ょ

慮」の提
ていきょう

供

＜合
ご う り て き は い り ょ

理的配慮の具
ぐ た い れ い

体例＞
▶段

だ ん さ

差がある場
ば あ い

合に
スロープなどを使

つか

っ
て補

ほ じ ょ

助をする。

◀意
い し

思を伝
つた

え合
あ

うた
めに、絵

え

やタブレッ
ト端

たんまつ

末などを使
つか

う。
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③ つなぎ
　家族や仲間の変化に気
づいたら、早めに専門
家・医療機関に相談する
よう促しましょう。

① 気づきと声かけ
　眠れない、食欲がな
い、口数が減ったなど、
周りの人の様子がいつも
と違う場合はもしかする
と悩みを抱えているかも
しれません。まずは声を
かけることが自殺防止の
第一歩となります。

④ 見守り
　今まで通り自然な雰
囲気で声をかけたり、
必要があれば相談にの
ることを伝えるなど、
体やこころの負担が減
るように配慮し、回復
を支えましょう。

② 傾聴
　声をかけて話を始め
てくれたら、本人の気
持ちを尊重し耳を傾け
ましょう。
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北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
た

地
域
資
源
を
活
用
し
た

 

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

       

～
市
民
み
ん
な
が
仕
掛
け
人
～

　

新
幹
線
開
業
の
受
け
皿
づ
く
り
に

向
け
、
魅
力
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
よ
り

講
師
を
迎
え
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

　

２
月
24
日
㈯ 

13
時
30
分
～
16
時　

　
（
受
付
は
13
時
～
）

と
こ
ろ　

き
ら
め
き
み
な
と
館

対　

象

　

ど
な
た
で
も
（
申
込
不
要
・
無
料
）

問
合
せ
先　

新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
22
・
８
２
４
１

文
化
施
設
無
料
送
迎
バ
ス

　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ア
ー
ト
号

　

嶺
南
地
域
の
各
市
町
を
経
由
す
る

文
化
施
設
行
き
の
無
料
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

と
き
・
行
き
先

▼
３
月
３
日
㈯

　

県
立
美
術
館
、
県
立
歴
史
博
物
館

▼
３
月
26
日
㈪　

県
立
恐
竜
博
物
館

乗
車
地

　

県
敦
賀
合
同
庁
舎
、
Ｊ
Ｒ
敦
賀
駅
前

定　

員

　

各
回
45
人
（
嶺
南
全
域
、
先
着
順
）

料　

金　

無
料

※
施
設
の
観
覧
料
は
必
要

申
込
方
法

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
バ
ス
乗
車
日
・
乗

車
地
を
明
記
の
う
え
、
左
記
申
込
先

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

県
観
光
営
業
部
文
化
振
興
課

　

〒
９
１
０
―
８
５
８
０

　

福
井
市
大
手
３
丁
目
17
―
１

　
　

 

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
８
２

　
　
　

 

０
７
７
６
・
20
・
０
６
６
１

　
　
　

  bunshin@
pref.fukui.lg.jp

ふ
れ
あ
い
広
場

　
「
大
茶
会
・
生
花
展｣

と　

き　

３
月
３
日
㈯ 

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

松
原
児
童
館

内　

容

　

お
茶
・
生
花
ク
ラ
ブ
の
各
会
員
に

よ
る
御
点
前
披
露
と
生
花
の
展
示

対　

象　

ど
な
た
で
も
（
無
料
）

申
込
方
法

　

２
月
13
日
㈫
～
電
話
で
受
付

※
当
日
受
付
可

問
合
せ
・
申
込
先

　

松
原
児
童
館　

 

☎
23
・
１
５
２
１

春
先
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
を

楽
し
も
う
！

　

冬
場
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
ア
ー

ケ
ー
ド
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月
４
日
㈰ 

10
時
～　

　
　
　
　
（
解
散
は
11
時
30
分
予
定
）

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
敦
賀
駅
前

対　

象　

市
民
の
方
（
無
料
）　

内　

容

▼
敦
賀
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
（
駅
前
・

本
町
・
神
楽
・
相
生
）
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

▼
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
に
よ
る
歩

　

き
方
講
習
な
ど

定　

員

　

80
人
程
度
（
要
申
込
・
先
着
順
）

※
参
加
者
に
は
粗
品
を
進
呈

問
合
せ
・
申
込
先

　

健
康
推
進
課　

 

☎
25
・
５
３
１
１

看
護
大
学
喫
茶

と　

き　

３
月
６
日
㈫ 

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

市
立
看
護
大
学

内　

容

▼
講　

演
（
10
時
30
分
～
）

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
～
あ
な
た

の
心
は
泣
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
～
」

　

講　

師　

市
立
看
護
大
学 

教
授

　
　
　
　
　
　
　

 

長な
が
い井 

麻ま

き

え
希
江 

氏

▼
カ
フ
ェ

　

教
員
や
学
生
を
交
え
て
健
康
づ
く

　

り
に
関
す
る
相
談
な
ど

▼
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

対　

象

　

ど
な
た
で
も
（
申
込
不
要
・
無
料
）

問
合
せ
先

　

市
立
看
護
大
学 

☎
20
・
５
５
０
０

催　

し

 ３月ギャラリー
種　類 ところ 内　容

市民
ギャラリー

市役所１階
市民ホール

玄々社　

滝
た き な み

波　英
え い せ ん

扇　氏

　「 淡
あわきことくものごとし

如 雲 」　

　「悠
ゆ う え ん

遠」　「清
せ い か ん

閑」

ギャラリー・
ホワイエ

市民文化
センター２階

井
せ い あ か い

蛙会  作品展示

問合せ先　市民協働課　☎２３－５４１１

と　き　４月７日㈯、８日㈰
　　　　10時～ 15時（予定）
ところ　金崎宮

次回の花換まつり会場での街頭募金

皆
さ
ん
の
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す

【構成団体】NPO 法人子育てサポートセンターきらきらくらぶ・NPO 法人 THAP・NPO 法人 Jelly 
Beans・NPO 法人そうほうセンターさんさん・つるがまちづくり萩の会・敦賀市社会福祉協議会・敦賀シ
ニアライオンズクラブ・敦賀商工会議所女性会・福井県民生活協同組合第３地区本部・公益社団法人敦賀
市シルバー人材センター・個人会員・敦賀市（事務局：市民協働課）

「とんとんキッズプロジェクト」
東日本大震災で被災した子どもたちへの支援を続ける

市民と民間と行政が協働する市民活動団体

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か

ら
、
も
う
す
ぐ
７
年
が
経
ち
ま
す
。

今
も
全
国
で
約
８
万
人
の
方
が
避
難

中
（
平
成
29
年
９
月
14
日
時
点
）
で

あ
り
、
復
興
は
ま
だ
道
半
ば
の
状
況

で
す
。

　

と
ん
と
ん
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、「
忘
れ
て
な
い
よ
、
ち
ゃ
ん

と
覚
え
て
い
る
よ
」
と
い
う
想
い
が

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
に
届
く
こ
と

を
願
い
な
が
ら
、
支
援
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
を
い
ち
早
く
ス
タ
ー
ト

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、
遠
く
離
れ
た
敦
賀

の
地
に
も
多
く
の
被
災
者
が
避
難
さ

れ
ま
し
た
。

　

避
難
さ
れ
て
き
た
方
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、
そ
う
考
え
た
市

内
の
市
民
活
動
団
体
が
中
心
と
な

り
、
市
民
と
民
間
、
行
政
が
協
働
で

支
援
活
動
を
始
め
た
の
が
「
と
ん
と

ん
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　

市
民
活
動
団
体
な
ら
で
は
の
、
柔

軟
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
長
所
を

活
か
し
、
震
災
発
生
か
ら
約
２
週
間

後
に
団
体
を
設
立
。
街
頭
募
金
活
動

や
市
内
事
業
所
へ
の
募
金
箱
設
置
、

避
難
者
へ
の
住
居
や
就
学
な
ど
の
相

談
対
応
な
ど
、
全
国
で
も
い
ち
早
く

被
災
者
へ
の
支
援
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
者
と
市
民
の
情
報
交

換
会
や
被
災
地
の
子
ど
も
と
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
、
被
災
地
を

訪
問
し
、
現
地
の
被
災
者
支
援
団
体

と
交
流
す
る
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
次
の
４
つ
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

①
募
金
・
寄
付
を
募
る
活
動

・
街
頭
募
金
活
動

　
（
毎
年
４
月
・
12
月
に
実
施
）

②
震
災
を
忘
れ
な
い
た
め
の

　

啓
発
活
動

・
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
に
て
、
活
動

　

報
告
の
パ
ネ
ル
を
展
示

③
被
災
地
を
支
援
す
る
活
動

・
被
災
地
訪
問

・
現
地
で
活
動
す
る
被
災
者
支
援
団 

　

体
へ
の
支
援

・
松
ぼ
っ
く
り
大
作
戦
（
被
災
地
で

　

は
、
自
然
の
草
木
の
放
射
性
物
質

　

汚
染
に
不
安
が
あ
る
た
め
、 

子
ど

　

も
た
ち
に
安
心
し
て
秋
を
楽
し

　

ん
で
も
ら
お
う
と
、
松
ぼ
っ
く

　

り
と
ド
ン
グ
リ
を
集
め
て
送
付
）

④
そ
の
他

・
突
発
的
な
災
害
へ
の
支
援
活
動

　
（
熊
本
地
震
被
災
者
へ
の
募
金
活
動
）

　

春
に
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
、
花
換
ま
つ
り
会
場
で
の
街
頭
募

金
活
動
を
行
い
ま
す
。
被
災
地
で
は

多
く
の
方
が
普
通
の
生
活
に
戻
る
た

め
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
方
に
、
活
動
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

震
災
か
ら
７
年 

―
―
―

子
ど
も
た
ち
へ
の
想
い
が
届
く
こ
と
を
願
っ
て

30年度予算の執行を伴う事業などは、市議会での予算議決後に確定します。



2018  　　　　　 　３月号2018  　　　　　 　３月号 1213

介
護
用
品
支
給
券
取
扱
店
の
募
集

　

平
成
30
年
度
「
家
族
介
護
継
続
介

護
用
品
支
給
券
」
の
取
扱
い
を
希
望

さ
れ
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

　

大
人
用
紙
お
む
つ
を
取
扱
っ
て
い

　

る
事
業
者
（
小
売
業
な
ど
）

申
込
方
法　

　

長
寿
健
康
課
に
備
え
て
あ
る
登
録

申
請
書
へ
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

３
月
23
日
㈮

問
合
せ
・
申
込
先

　

長
寿
健
康
課　

 

☎
22
・
８
１
８
０

中
池
見
ミ
ニ
田
ん
ぼ

　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

　

ミ
ニ
田
ん
ぼ
は
、
５
ｍ
四
方
の
小

さ
な
田
ん
ぼ
で
す
。
生
き
も
の
た
ち

と
触
れ
あ
い
な
が
ら
、
無
農
薬
、
天

日
干
し
の
お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

３
月
25
日
㈰
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
，０
０
０
円
（
１
区
画
）

問
合
せ
・
申
込
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
池
見
ね
っ
と

　

☎
０
９
０
・
８
２
６
９
・
９
８
０
１

　
　

info@
nakaikem

inet.raindrop.jp

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
募
集

　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

対　

象

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
審
議

会
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
数　

２
人
（
男
女
各
１
人
）

※
ほ
か
に
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体

の
代
表
者
が
参
加
し
ま
す
。

　
（
審
議
会
委
員
数　

約
10
人
）

任　

期

　

２
年
（
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
）

申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト

（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚

程
度
）
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

３
月
26
日
㈪

問
合
せ
・
申
込
先

　

〒
９
１
４
・
０
０
５
８

　

敦
賀
市
三
島
町
２
丁
目
１
―
６　

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
内

　

市
民
協
働
課　

 

☎
23
・
５
４
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

 

23
・
５
６
６
２

　
　
　
　
　

    danjo@
ton21.ne.jp

※いずれの講座も初心者向けです。

郵便往復はがき

往信

9 1 4 0 0 4 7

敦
賀
市
東
洋
町
1-1

生
涯
学
習
課 

宛

①希望講座名
②氏名（ふりがな）
③郵便番号・住所
④年齢（○歳代）
⑤電話番号・
　携帯番号
⑥過去の受講歴
　あり・なしを記入

申
込
者
の
住
所

申
込
者
の
氏
名

記入事項郵便往復はがき

返信 郵便番号

問合せ・申込先　生涯学習課　☎２５－８３１８

平成 30 年度 初心者向け各種講座受講生募集
講座名

（年回数） 開講月 開 講 日 定員 年間受講料 会　場

中国語
（30回）

５月

火曜日
19:00～20:30

35人

3,000円

（教材費が
    別途必要）

生涯学習
センター

韓国語
（30回）

水曜日
19:00～20:30

英会話
（30回）

水曜日
10:00～11:30

金曜日
19:00～20:30

ペン字・
筆ペン

（30回）

木曜日
19:30～21:00

金曜日
13:30～15:00

対　　象：市内在住・通勤・通学の中学生以上で
　　　　　初心者の方
申込方法：下記①～⑥を記入し、往復はがきで生
　　　　　涯学習課へお申し込みください。
　※往復はがき１枚につき１人分の応募です。
　※応募多数の場合は抽選とし、初回受講者を優

先とします。

申込締切：３月23日㈮ ※当日消印有効

申込みはがきの
書き方

　
お
ち
ゃ
っ
と
サ
ロ
ン　

　
　
　
　
　
　

ハ
ン
ガ
リ
ー

と　

き　

３
月
10
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

ゲ
ス
ト

　

マ
ン
デ
ィ 

シ
ャ
ー
ン
ド
ル

　
　
　
　
　

    

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
）

　

マ
ン
デ
ィ 

ハ
シ
モ
ト 

レ
ナ

内　

容

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
紹

介
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
の
絵
付

け
体
験
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
焼
き
菓

子
の
試
食

対　

象　

ど
な
た
で
も
（
無
料
）

定　

員　

20
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

問
合
せ
・
申
込
先

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
21
・
３
４
５
５

中
池
見
定
例
自
然
観
察
会

 

顕
微
鏡
で
見
て
み
よ
う
！
ち
っ
ち
ゃ
な  

 

ち
っ
ち
ゃ
な
ち
っ
ち
ゃ
な
貝
。

と　

き　

３
月
11
日
㈰ 

10
時
～
12
時

と
こ
ろ

　

中
池
見
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
里

対　

象　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
費

　

２
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

準
備
物　

長
靴
・
帽
子
・
雨
具

※
お
持
ち
の
方
は
ル
ー
ペ

問
合
せ
先

　

中
池
見
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
20
・
１
１
１
０

中
池
見
湿
地
の
今
を
シ
ェ
ア
！

子
ど
も
も
お
と
な
も
み
ん
な
で
報
告
会

　

中
池
見
湿
地
の
今
の
様
子
を
、
小
・

中
学
生
、
大
学
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
皆
さ
ん
で
報
告
し
合
い
、
共
有
す

る
場
「
み
ん
な
で
報
告
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
16
時
25
分

と
こ
ろ

　

中
池
見
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
里

対　

象　

ど
な
た
で
も

参
加
費

　

無
料
（
資
料
が
必
要
な
方
は
、
資

　

料
代
と
し
て
３
０
０
円
）

問
合
せ
先

　

中
池
見
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
20
・
１
１
１
０

市
立
博
物
館 

史
跡
見
学
会

　

幕
末
明
治
福
井　

年
博
関
連
事
業

　
「
旧
柳
ヶ
瀬
線
鉄
道
遺
跡
見
学
会
」

と　

き　

３
月
25
日
㈰ 

　
　
　
　

９
時
45
分
～
12
時
45
分

と
こ
ろ

　

新
疋
田
駅
・
疋
田
地
区
内
・
小
刀

根
ト
ン
ネ
ル
・
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル

（
敦
賀
側
）

対　

象　

市
内
在
住
の
方

料　

金

　

１
，０
０
０
円
（
資
料
代
、バ
ス
代
、

　

保
険
料
含
む
）

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

問
合
せ
・
申
込
先

　

市
立
博
物
館　

☎
25
・
７
０
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　

 

47
・
６
１
３
１

プ
ラ
ザ
萬
象
団
体
室
の

　

 

利
用
団
体
を
公
募
し
ま
す

対
象
団
体　

　

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
社
会
教
育

お
よ
び
文
化
振
興
を
含
む
教
育
、

社
会
福
祉
、
社
会
奉
仕
、
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
を
行
う
団
体

使
用
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

部
屋
規
模　

１
室
当
た
り
約
30
㎡

※
２
団
体
以
上
で
の
共
同
利
用
も
可

費　

用　

　

１
ヶ
月
１
２
，５
６
０
円

　
（
年
額
１
５
０
，７
２
０
円
）

募
集
期
間

　

２
月
25
日
㈰
ま
で

申
込
方
法

　

使
用
許
可
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
提
出

※
申
請
書
は
プ
ラ
ザ
萬
象
に
あ
り
ま
す
。

※
選
考
の
上
、
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

に
て
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

プ
ラ
ザ
萬
象　

☎
22
・
９
７
１
１

募　

集

催　

し

150

●
固
定
資
産
税 （
第
４
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
８
期
）

●
介
護
保
険
料 （
第
８
期
）

納期限

㈬

２
28 納

付

納
税
と



2018  　　　　　 　３月号 14

市
環
境
審
議
会
の
委
員
募
集

　

環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
調
査
審
議
す
る
敦
賀
市
環
境
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
審
議

　

会
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
数　

２
人

任　

期　

２
年

　
（
平
成
30
年
５
月
１
日
～

　
　
　
　
　

  

平
成
32
年
４
月
30
日
）

申
込
方
法　

　

応
募
申
込
書
お
よ
び
環
境
に
関
す

る
作
文
（
８
０
０
字
程
度
、
様
式

自
由
）を
持
参
、郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
環
境
廃
棄
物
対
策

課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

申
込
締
切　

３
月
９
日
㈮

問
合
せ
・
申
込
先

　

環
境
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
22
・
８
１
２
１

　
　
　
　
　

   kanhai@
ton21.ne.jp

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
募
集

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
・
楽
し
む

た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

任　

期　

２
年

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　

  

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
）

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
左
記
に
持
参
ま
た
は
郵

送
・
メ
ー
ル
に
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。（
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

申
込
締
切　

２
月
28
日
㈬
必
着

問
合
せ
・
申
込
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
・
８
１
５
５

　
　
　
　
　
　

sports@
ton21.ne.jp

こ
こ
ろ
の
相
談
日

　

こ
こ
ろ
の
相
談
に
臨
床
心
理
士
が

応
じ
ま
す
。

と　

き　

３
月
１
日
㈭
・
22
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
15
分

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー 

は
ぴ
ふ
る

対　

象　

市
民
の
方
（
無
料
）

定　

員　

各
日
５
人

問
合
せ
・
申
込
先

　

健
康
推
進
課　

 

☎
25
・
５
３
１
１

つ
る
が
元
気
体
操
の
会

  

「
一
緒
に
体
操
や
っ
て
み
よ
う
！
」

と　

き　

３
月
12
日
㈪

　
　
　
　

11
時
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内　

容

　

つ
る
が
元
気
体
操
（
体
操
は
座
っ

　

て
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

対　

象

　

ど
な
た
で
も
（
無
料
・
申
込
不
要
）

問
合
せ
先

　

つ
る
が
元
気
体
操
の
会

　

長
寿
健
康
課　

 

☎
22
・
８
１
８
１

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会　

　

自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ
た
悩

み
ご
と
総
合
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
17
日
㈯ 

９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象

　

ど
な
た
で
も
（
無
料
・
要
予
約
）

内　

容

　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
、
精
神

科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談
、
ひ

き
こ
も
り
相
談
、
生
活
苦
・
就
労

相
談
、
職
場
で
の
悩
み
相
談
、
ア

ル
コ
ー
ル
等
依
存
症
相
談
な
ど

申
込
締
切　

３
月
９
日
㈮

問
合
せ
・
申
込
先

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
22
・
３
７
４
７

小
児
整
形
外
科
相
談

　

お
子
さ
ん
の
整
形
外
科
的
な
悩
み

に
、
専
門
医
が
個
別
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
診
断
を
す
る
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

と　

き　

３
月
１
日
㈭

　
　
　
　

９
時
40
分
～
12
時

　
　
　
　
（
１
組
あ
た
り
約
20
分
）

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー 

は
ぴ
ふ
る

対　

象　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者

※
要
予
約

問
合
せ
・
申
込
先

　

健
康
推
進
課　

 

☎
25
・
５
３
１
１

健
康
・
福
祉

募　

集

離
乳
食
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

３
月
２
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー 

は
ぴ
ふ
る

対　

象　

４
～
５
か
月
児
の
親
子

持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

定　

員　

30
人

問
合
せ
・
申
込
先

　

健
康
推
進
課　

 

☎
25
・
５
３
１
１

マ
マ
・
パ
パ
ぽ
け
っ
と

　
（
育
児
不
安
解
消
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

　

臨
床
心
理
士
や
精
神
科
医
師
、
保

健
師
な
ど
を
交
え
て
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
。（
個
別
相
談
有
）

と　

き　

３
月
５
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料
（
要
予
約
）

問
合
せ
・
申
込
先

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

    

☎
22
・
３
７
４
７

子
ど
も

【問合せ・申込先】　子育て総合支援センター　☎ 22 － 0147　　粟野子育て支援センター　☎ 25 － 5647

子 育 て 総 合 支 援 セ ン タ ー ＆
　　　　　　　 粟 野 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 情 報

募集定員のある行事については、市内在住の方が対象です。（定員になり次第締切） 持ち物持

イベント名 と　き 内　容 定員・対象 申込み

ひなまつりウィーク 3/1 ㈭～ 3 ㈯
11:00 ～ 11:30

ひなまつりにちなんだお話や、ふれあい
遊びで楽しく過ごしましょう。

未就園児の親子 不要

両
支
援
セ
ン
タ
ー

パパと遊ぼう
毎週土曜日

８:30 ～ 12:30

お父さん、お母さんと一緒に好きな遊
びやふれあい遊びを楽しみましょう。
　  10時45分～手遊び、ふれあい遊び

未就園児の親子 不要

おはなし玉手箱
絵本にこにこタイム

絵本の読み聞かせや、わらべ歌遊びで、親子の温かい
時間を過ごします。
　　　　　　　　3月19日㈪「おはなし玉手箱」
　　　　　　　　3月23日㈮「絵本にこにこタイム」

▶2、3歳児の親子
                     10時～
▶0、1歳児の親子

10時30分～
不要

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

すくすく健康相談
3/8 ㈭・22 ㈭
 ９:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30

▶身長、体重の計測
▶健康や育児に関する相談
　  母子健康手帳（相談希望の場合）
　     8日午前 ： 保健師相談
      22日午前 ： 栄養士・保健師相談

未就園児の親子 不要

ベビーすこやかセミナー 3/8 ㈭・22 ㈭
13:30 ～ 15:00

▶ベビーマッサージ
▶ママ同士の情報交換
▶母乳や赤ちゃんの相談
　  母子健康手帳、バスタオル

平成 29 年 11、12 月、平成 30 年
1 月生まれの赤ちゃんとママ 15 組
 （妊婦さんの見学可）

前日まで電話ま
たは窓口で受付

子育て基本講座“with ママ”
～ミュージックケア～

3/13 ㈫
10:00 ～ 11:00

いろいろな楽器やバルーンを使って楽し
いリズム遊びをします。

講師　 高
たかさき

崎　かおり　氏
未就園児の親子 20組

3/5㈪～
電話または
窓口で受付

ほほえみひろば 3/20 ㈫
10:00 ～ 11:00

運動器具や手作りおもちゃなどで、楽しく
身体・手指をつかって遊べるひろばです。 未就園児の親子 不要

粟
野
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子育て基本講座
“ ママナビ ”

3/8 ㈭
10:00 ～ 11:00

食育講座9
赤ちゃんのおやつ・幼児食について
講師　ふくいの食育リーダー　管理栄養士

　　　 柴
し ば た

田  俊
と し こ

子  氏

  離乳食に興味のある方 20組
3/1㈭～

電話または
窓口で受付

計測ぐんぐん
3/26 ㈪

 9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30

▶身長、体重の計測
▶健康や育児に関する相談
　  母子健康手帳（相談希望の場合）
　   午前：保健師・栄養士相談

未就園児の親子 不要

子育て
粟野

持

持

持

15 2018  　　　　　 　３月号
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プ
レ
マ
マ
さ
ん
、
あ
つ
ま
れ
～

　
　
【
産
前
・
産
後
の
心
と
体
】

　

セ
ラ
ピ
ー
効
果
も
あ
る
「
大
人
の

ぬ
り
絵
」
を
し
な
が
ら
、
助
産
師
さ

ん
や
他
の
マ
マ
達
と
息
抜
き
し
ま
せ

ん
か
。（
要
申
込
）

と　

き　

３
月
６
日
㈫ 

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

お
や
こ
き
ら
り
ん
ひ
ろ
ば

問
合
せ
・
申
込
先

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら
く
ら
ぶ　

　

お
や
こ
き
ら
り
ん
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　

 　

☎
24
・
７
５
１
７

マ
マ
パ
パ
セ
ミ
ナ
ー

　

保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠
・

出
産
・
産
後
の
生
活
な
ど
の
お
話
。

（
妊
娠
中
・
産
後
に
良
い
簡
単
に
作

れ
る
食
事
の
試
食
有
り
）

と　

き　

３
月
９
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー 

は
ぴ
ふ
る

対　

象　

妊
娠
６
か
月
以
降
の
方
と   

　
　
　
　

そ
の
家
族

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

定　

員　

10
組

※
１
人
で
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
・
申
込
先

　

健
康
推
進
課　

 

☎
25
・
５
３
１
1

ふ
た
ば
【
多
胎
児
の
サ
ー
ク
ル
】

　

双
子
を
持
つ
家
族
だ
か
ら
分
か
る

情
報
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
中

の
マ
マ
大
歓
迎
。

と　

き　

３
月
16
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

お
や
こ
き
ら
り
ん
ひ
ろ
ば

問
合
せ
・
申
込
先

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら
く
ら
ぶ　

　

お
や
こ
き
ら
り
ん
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
24
・
７
５
１
７

ふ
れ
あ
い
広
場
「
将
棋
大
会｣

と　

き　

３
月
17
日
㈯ 
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

松
原
児
童
館

内　

容

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
対
局

※
参
加
賞
あ
り

対　

象　

市
内
の
小
中
学
生
（
無
料
）

定　

員　

20
人

申
込
方
法　

３
月
４
日
㈰
～
電
話
で

　
　
　
　
　

受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ
・
申
込
先

　

松
原
児
童
館　

 

☎
23
・
１
５
２
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格

▼
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

▼
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
す
る

　

親
族
が
あ
る
こ
と

▼
世
帯
収
入
が
一
定
基
準
を
満
た
す

　

こ
と

▼
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
そ
の
他
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

申
込
方
法

　

住
宅
政
策
課
で
配
布
す
る
所
定
の

　

用
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配
布
期
間　

２
月
22
日
㈭
ま
で

※
平
成
29
年
分
の
収
入
が
わ
か
る
も

の
（
源
泉
徴
収
票
等
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
１
月
か
ら
申
込
日
ま
で
に

勤
務
先
を
変
更
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

結
婚
予
定
な
ど
の
事
情
の
あ
る
方
は

必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、
申
込
み
を
さ
れ
る
ま

で
に
前
住
所
地
で
の
所
得
（
課
税
）

証
明
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
の
団
地
に
つ
い
て
は
随
時
募

集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

抽
選
日　

３
月
中
旬
（
予
定
）

入
居
開
始
日　

３
月
下
旬
（
予
定
）

問
合
せ
・
申
込
先

　

住
宅
政
策
課　

 

☎
22
・
８
１
４
０

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会

　

労
働
問
題
の
専
門
家
が
、
職
場
で

の
悩
み
や
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

と　

き　

３
月
４
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
申
込
不
要
）

問
合
せ
先

　

福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　

 

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
９
７

ふ
く
い
合
同
企
業
説
明
会

【
ふ
る
さ
と
企
業
魅
力
発
見

　
　
　
　
　
　

  

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
】

と　

き　

３
月
４
日
㈰ 

11
時
～
17
時

と
こ
ろ

　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
（
越
前
市
） 

対　

象

　

大
学
生
等
（
学
年
問
わ
ず
）、
保
護

者
、
大
学
関
係
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
考

え
て
い
る
若
年
者
（
既
卒
者
）
な
ど

問
合
せ
先

　

福
井
県
労
働
政
策
課

　
　

 

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
９
０

【
ふ
く
い
で
決
め
よ
う

　
　
　
　

  

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
】

会
場
・
と
き

①
京
都
会
場

　

３
月
13
日
㈫ 

11
時
～
16
時
30
分 

②
名
古
屋
会
場

　

３
月
18
日
㈰ 

11
時
～
16
時
30
分

③
東
京
会
場

　

３
月
19
日
㈪ 

11
時
～
16
時
30
分

④
大
阪
会
場

　

３
月
25
日
㈰ 

11
時
～
17
時

対　

象

　

平
成
31
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業

予
定
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希

望
者
（
名
古
屋
、
大
阪
会
場
の
み
）

問
合
せ
先

　

福
井
県
若
者
・
定
住
支
援
課

　
　

 

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
８
７

春
季
消
防
総
合
訓
練

と　

き　

３
月
６
日
㈫ 

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
敦
賀
駅
、
オ
ル
パ
ー
ク

内　

容

▼
避
難
誘
導
訓
練

▼
逃
げ
遅
れ
者
の
救
出
、
救
護
訓
練

▼
一
斉
放
水
訓
練

※
見
学
場
所
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合　

消
防
本
部

　

消
防
救
急
課　

 

☎
23
・
９
９
８
６

団　地　名 一　般

東　洋 １

三楽園 ４

桜ケ丘 １

合　計 ６

● ● 募集戸数 ● ●

（予定） く
ら
し

子
ど
も

１人１日当たりごみ排出量

平成 29 年度 12 月まで 1,064 ｇ

目標値 963 ｇ

達成状況 101 ｇ超過

▶ごみ排出量情報◀

問合せ先
　環境廃棄物対策課
            ☎ 22 － 8185

紙
製
容
器
（
お
菓
子
の
箱
な
ど
）
や

雑
が
み
（
封
筒
や
ハ
ガ
キ
な
ど
）
は

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
、
古
紙

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
！

問合せ先　生活安全課　☎22－8115

　交通災害共済は、交通事故に遭った場合に、ご加入の皆さんが互いの助け合いによって見舞
金を受け取る制度です。いざというときの備えに、ぜひご加入ください。

　区を通じて各家庭に配布する申込書に掛金を添
えて、下記の①～③のいずれかの方法でお申し込
みください。（申込書が届かない場合は、生活安全
課までお問い合わせください。）
　① 県内福井銀行での申込み（２月15日 ～ 10月末）
　② 区の取りまとめによる申込み
　③ 市役所生活安全課での申込み
● 加入資格　申込時に敦賀市に住民登録のある方

● 共済掛金　１人年額　500円

● 共済期間

　【３月31日までに申込みの場合】
　　　平成30年４月１日 ～ 平成31年３月31日
　【４月１日以降に申込みの場合】
　　　受付日の翌日 ～ 平成31年３月31日

加入手続き方法

　最低「１週間以上の治療を要する傷害を負った
場合（８等級）２万円」から最高「亡くなられた
場合（１等級）100万円」と、それぞれの災害等級
に合わせて金額が決められています。
　災害を受けた日から２年以内であれば、見舞金
を請求することができます。

【対　象】
　国内で次の交通機関の運行に伴う接触、衝突、転
落、その他の事故による人の死傷が対象です。
● 自動車、バイク、自転車

● 電車（路面電車を含む）、旅客船、旅客機など

● 身体障がい者用の車いす（道路上で使用中の事故）

※歩行中の転倒や自転車で停車した後に転倒した
　場合などは対象となりません。

災害見舞金とは？

交通災害共済の加入受付を開始します
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム　

　
　
　
　

  
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

  

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

災
害
・
緊
急
時
の
情
報
を
確
実
に

市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
た
め
、
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
14
日
㈬ 

11
時
～

対　

象　

市
内
全
域

訓
練
内
容

▼
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、
屋
外
ス

　

ピ
ー
カ
ー

　
（
放
送
内
容
）

　

チ
ャ
イ
ム
＋
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

▼
ト
ン
ボ
メ
ー
ル
（
市
防
災
メ
ー
ル
）

　

登
録
者
に
訓
練
メ
ー
ル
を
配
信

※
訓
練
用
の
放
送
・
配
信
で
あ
り
、

　

実
際
の
災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

　

危
機
管
理
対
策
課　
　
　
　
　
　

　
　
　

 　
　
　
　

☎
22
・
８
１
６
６

家
庭
教
育
講
演
会

    

「
気
づ
き
・
変
革
・
向
上
」

　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
、
家
庭
教
育
の
知
識

や
ス
キ
ル
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き　

２
月
25
日
㈰ 

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

講　

師

　

敦
賀
市
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

家
庭
教
育
指
導
員　

   

岸き
し
ま
つ松 　

宏
ひ
ろ
し

対　

象　

市
民
の
方
（
無
料
）

問
合
せ
先

　

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 
☎
23
・
０
１
８
９

平
成　

年
度

第
２
回 

市
民
公
開
講
座

  

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

と　

き　

３
月
４
日
㈰ 

10
時
～
12
時 

　
　
　
　
（
開
場
は
９
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内　

容

▼
認
知
症
を
理
解
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

基
礎
知
識

　

講
師　
嶺
南
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

玉た
ま
い井　

顯あ
き
ら　

氏

▼
市
の
認
知
症
に
対
す
る
取
り
組
み

　

講
師　

長
寿
健
康
課 

保
健
師

※
申
込
不
要
・
無
料

主　

催　

敦
賀
市
医
師
会

問
合
せ
先

　

長
寿
健
康
課　

 

☎
22
・
８
１
８
１

　

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 　

☎
22
・
３
１
３
３

市
立
敦
賀
病
院 

市
民
公
開
講
座

  

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

　
　
　
　
　

     

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

  

～
フ
レ
イ
ル
が
重
症
化
し
な
い
た
め
の 

                              

生
活
習
慣
を
～

と　

き　

３
月
11
日
㈰ 

13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

プ
ラ
ザ
萬
象

【
第
１
部
】

講　

師　
市
立
敦
賀
病
院 

消
化
器
外
科
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

林は
や
し　

泰や
す
お生

【
第
２
部
】

講　

師

　

市
立
敦
賀
病
院

　

栄
養
管
理
室
職
員

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
職
員

対　

象

　

ど
な
た
で
も
（
無
料
・
申
込
不
要
）

定　

員　

２
０
０
人

問
合
せ
先

　

市
立
敦
賀
病
院
総
務
企
画
課　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
21
・
１
１
０
５

講
座
・
教
室

29

「まなびぃネットふくい」で講座情報の検索を！

　県と市町が協力して運用しているサイト「まなびぃ
ネットふくい」をご存じですか？誰もが参加できる講座
や行事などの情報をインターネットで提供しています。
スマートフォンにも対応しています。心豊かに暮らすヒ
ントが満載です。ぜひ「お気に入りに登録」を。

問合せ先
生涯学習課 ☎25-8318 検　索まなびぃネットふくい

く
ら
し■ごみ収集日には必ずステーションの鍵を収集終了

　まで開けておいてください
　ごみ収集日にステーションの鍵がかかっていて収集でき
ないことが多くあります。全ての種類のごみ収集が終わる
まで、必ずステーションの鍵を開けておいてください。

■ごみ出しの日を必ず守りましょう
　最近、指定日以外の日にごみが出されていることが非
常に多くあります。指定日以外の日や遅れて出されたご
みは収集できませんので、必ず指定日の朝７時 30 分まで
に出すようにしてください。

■平成 30 年度からペットボトルの出し方が
　変更になります
　ペットボトルは、これまでキャップのみを外して出し
ていただいておりましたが、今年４月からラベルもはが
して出すように変更します。詳しくは、３月上旬以降に
各家庭に配布されるごみカレンダーをご覧ください。

清掃センターからのお知らせ

問合せ先　清掃センター　☎２１－１１５３

◎救急医療情報キットとは…　　
かかりつけの医療機関や服薬内容などの情報を専用の容器に
入れ、自宅の冷蔵庫に保管しておくことで、万一の救急時に
救急隊員がその情報を活用して、迅速な救命活動等を行える
よう備えるものです。

対　象
①65歳以上のひとり暮らし高齢者
②ねたきり老人等介護福祉手当の対象となっているねたきり老人等
③介護保険法における要介護認定区分が要介護３から５の方
④身体障害者手帳の交付を受け、その障がいの程度が１級および２級の方
⑤療育手帳の交付を受け、その障がいの程度がＡ１およびＡ２の方
⑥65歳以上の高齢者のみで構成されている世帯
⑦前各号に準ずる方

申込方法　
申請書に必要事項を記入のうえ、地域福祉課まで提出してく
ださい。申請書を提出いただいた際に、救急医療情報キット
をお渡しします。
※申請書は、地域福祉課窓口または市ホームページからダウ
　ンロードできます。

　　　　　　問合せ先　地域福祉課　☎２２―８１１８

１人暮らしの高齢者の方などを対象に

「救急医療情報キット」を
配布しています

国体推進課 （福井しあわせ元気国体 ・福井しあわせ元気大会敦賀市実行委員会事務局）　

●ホームページ　http://www.city.tsuruga.lg.jp/kokutai/index.html　「敦賀市　国体」 で検索！

● SNS （Instagram ・ twitter ・ Facebook）　アカウント名 「@tsuruga2018」

お申込は
コチラへ ☎22-8255

いよいよ今年に迫った国体に向けて、国体運営サポーターへの登録が増えてきています。

５０年ぶりに福井で国体が開催されるこの機会にサポーターとして参加し、 思い出に残る

国体にしましょう！
　

敦
賀
市
を
訪
れ
る
方
々
を
温
か
く
「
お
も
て
な

し
」
す
る
た
め
、
ま
た
円
滑
に
大
会
を
運
営
す
る
た

め
に
募
集
し
て
い
る
国
体
運
営
サ
ポ
ー
タ
ー
。
現

在
、
小
学
６
年
生
か
ら
80
代
の
方
ま
で
幅
広
く
ご
登

録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

従
事
す
る
作
業
は
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
業
務
ば
か
り
で
す
。
例
え
ば
、
選
手

や
来
場
者
の
受
付
、
お
弁
当
の
配
布
、
競
技
会
場
の

美
化
や
清
掃
な
ど
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
方
と

交
流
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
昨
年
の
国
体
プ
レ

大
会
で
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
受
付
す
る
と

き
や
ド
リ
ン
ク
を
手
渡
す
と
き
、
会
話
が
弾
み
、
楽

し
そ
う
な
表
情
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
本
番
の
国

体
で
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
選
手
や
監
督
、
観
客
が

来
場
し
ま
す
。
き
っ
と
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
感
じ

ら
れ
る
場
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

国
体
の
成
功
に
は
、
ま
だ
ま
だ
大
勢
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
50
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
国
体
に
参
加

し
、
楽
し
い
国
体
の
思
い
出
を
残
し
ま
し
ょ
う
！

運
営
サ
ポ
ー
タ
ー
随
時
募
集
中
！

HAPPINESS NEWS vol . 23

５０年ぶりの福井国体に携わろう！

問合せ先　秘書広報課　☎２２- ８１１２

テレビとラジオで市の情報を発信中
市の政策やお知らせ、市内の出来事をお
届けしています。
放送時間：毎日６時～ 24 時

（15 分番組を繰り返し放送）

行政チャンネル
（RCN091CH）

市からのお知らせを放送しています。
放送時間：平日７時～ 17 時

（５分番組を１時間おきに放送）

市政広報ラジオ
（敦賀 FM 77.9MHz）
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はしご乗り演技を披露する「つるが鳶」

　新春恒例の敦賀美方消防組合敦賀消防団出初式が行われ、消
防団員と消防職員の約 200 人が参加し、防火・防災の意識を
高めました。笙の川堤防で、消防ポンプ車による一斉放水を
行った後、きらめきみなと館前道路において団員たちによる
分列行進が行われました。また、きらめきみなと館では、２
年ぶりに、消防鳶隊「つるが鳶」がはしご乗り演技を披露し、
集まった観客を魅了しました。

力強い演技を披露
１月８日　敦賀美方消防組合敦賀消防団出初式

あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　〈秘書広報課　☎ 22 ー 8112〉

市
内
の
測
定
結
果
は
、
福
井
県
原
子
力
環
境
監
視
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
ロ
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ー
の
モ
ニ
タ
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ン
グ
デ
ー
タ
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Ｒ
Ｃ
Ｎ
の
デ
ー
タ
放
送
で
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ア
ル
タ
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ム
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市内各地での空間線量率連続測定結果（平成 29 年７月～９月）

観測地点
月間平均線量率 ３カ月間

の最高値 観測地点
月間平均線量率 ３カ月間

の最高値７月 ８月 ９月 ７月 ８月 ９月
白木峠 64.2 64.8 64.9 114.0 水産試験場裏 78.9 78.9 78.8 125.3
白木（公民館東） 68.1 68.5 68.7 114.5 浦底（明神寮下） 58.6 59.0 59.2 91.5
松ケ崎 63.6 63.8 64.2 104.9 浦底（剣神社西） 74.4 75.0 75.5 117.8
もんじゅ（北東） 65.4 65.9 66.8 107.4 色ケ浜 79.2 79.7 79.9 121.0
もんじゅ（東南東） 39.9 40.8 41.1 95.1 縄間 73.3 74.2 74.7 115.9
もんじゅ（南南東） 53.8 54.2 54.6 98.6 敦賀合同庁舎前 62.3 63.1 62.9 109.6
もんじゅ（南西） 46.9 47.3 47.9 90.3 赤崎 49.5 50.0 49.9 95.9
ふげん（北） 63.6 64.6 65.3 114.5 五幡 46.6 47.0 47.1 87.2
ふげん（西） 37.3 37.9 38.3 94.5 阿曽 47.1 47.4 47.8 92.2
立石山頂 73.8 74.3 74.7 122.5 杉津 50.4 51.0 51.2 95.1
立石（八坂神社） 59.4 59.7 59.8 88.1 東郷（咸新小） 63.0 63.6 63.5 115.6
立石（集落入口） 88.9 89.5 91.4 108.8 粟野（黒河小） 66.3 67.1 68.2 118.5
猪ケ池 75.1 76.1 76.4 136.6 疋田 ( 愛発公民館 ) 76.8 77.6 76.9 125.0
出典：福井県環境放射能測定技術会議「原子力発電所周辺の環境放射能調査　平成29年度　第２四半期報告書」

線量率単位：nGy/h（１時間ごとの値）

　自然環境（土中や大気中）には天然の放射性物質が含まれ、常に放射線を出しています。天然放射性
物質の量は地域の地質によって異なるため、放射線量は観測地点により違いがあります。また、降雨な
どの気象条件によっても変動するため、福井県では概ね 20 ～ 150nSv/h の範囲で変動するとしています。
　また、Gy（グレイ）は物質が放射線を受けて吸収したエネルギーを表す単位で、数値はおおよそ Sv（シー
ベルト）と同程度に換算することができます。（1nGy=0.000000001Gy）

放射線量の値
について

問合せ先　原子力安全対策課　☎ 22 － 8113

市内の放射線量は福井県原子力環境監視センターや各事業者が常時監視しています。今回の
測定期間では、発電所からの放射性物質の放出による線量上昇は観測されませんでした。

市内の放射線量
について

原子力TOPICS
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▲懇談会にて挨拶を述べる渕上市長（左）
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１
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９
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職
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携
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久しぶりの再会を喜ぶ新成人たち

　プラザ萬象で成人式が行われ、新成人の新たな門出を祝い
ました。今年は昨年より 16 人多い 670 人が新成人となり、
そのうち 590 人が式典に参加しました。会場内では、友人と
の再会を喜ぶ姿や晴れ着姿で記念撮影を楽しむ姿が見られま
した。式典では、新成人を代表して椎

し い お た く や

尾拓矢さんが「自分の
人生に誇りを持って、仲間と共に精進していきたい」と力強
く決意を述べました。

仲間と共に新たな門出
　　　　1 月７日　第 69 回敦賀市成人式

くぐり初めを行う式典参列者たち

　重要文化財「氣比神宮大鳥居」の漆の塗り替えなどの美装化
工事が竣工し、くぐり初め式が行われました。大鳥居は高さ
10.93 ｍ、主柱間７.45 ｍ、正保２年（1645 年）建立の木造
朱塗りで、美装化工事は昭和 62 年以来、約 30 年ぶりに行われ
ました。神職や氏子、関係者らがくぐり初めを終え、一般公開
が始まると、集まった参拝客は次々と鳥居をくぐり、美しくなっ
た鳥居に見入っていました。

30 年ぶりのくぐり初め
平成29年12月30日  氣比神宮大鳥居くぐり初め式

TOPICS

　敦賀赤レンガ倉庫ジオラマ館で上映する新しい映像が完成
し、２月から公開されています。映像の上映時間は 5 分間で、
通常のジオラマショー（10 分）に続けて上映されます。赤レ
ンガ倉庫を模したキャラクターが氣比神宮や市立博物館などの
市内観光スポットを紹介する内容となっており、観光スポット
に関するクイズが織り交ぜられた楽しい内容となっています。
　新ムービー完成を記念して、2 月 27 日まで上映記念イベント
が開催されています。上映記念イベント期間中は、映像内のクイ
ズに全問正解した方にオリジナルノベルティが贈られます。新た
な魅力が加わった敦賀赤レンガ倉庫に、ぜひお越しください。

敦賀の魅力をクイズとともに楽しく紹介

赤レンガ倉庫の新ムービー完成
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　毎週木曜日の 13 時 20 分、また「おはようマイタウン」とい
う枠内で、毎週水曜日の 7 時頃、7 時 20 分頃、7 時 40 分頃か
ら敦賀ＦＭ放送（ハーバーステーション 77.9MHz) で、敦賀市
医師会による「敦賀市医師会健康講座」を放送しています。ぜひ、
お聞きください。

「敦賀市医師会健康講座」放送中！

 ◎休日急患センター（中央２　☎ 25 － 5311）
  内科・小児科・歯科
  診療時間：【12 月～３月】  ９時～ 12 時　13 時～ 15 時
                        【４月～ 11 月】９時～ 12 時（午後診療なし）

◎外科系当番医　
　　診療時間：９時～ 12 時　13 時～ 17 時

  2月18日  市 立 敦 賀 病 院 （三島１　☎22－3611）

  2月25日  はぎはら整形外科（木　崎　☎20－0811）

  3月  4日  和 久 野 医 院（和久野　☎22－3080）

  3月11日  国立病院機構敦賀医療センター（桜ケ丘　☎25－1600）

  3月18日  市 立 敦 賀 病 院 （三島１　☎22－3611）

  3月21日  いちはし整形外科（櫛　林　☎20－1825）

  3月25日  泉 ヶ 丘 病 院（泉ケ丘　☎22－7700）

※診療終了時間 15 分前までにご来院ください。

＊ 相談者が著しく多い場合、受付人数を制限させていただくことがあります。
※ 国民の祝日・振替休日は休みとなります。

項　　目 月　　日 時　　間 場　　所
行　　政 3月14日㈬・28日㈬

10時～14時
福祉総合センター
「あいあいプラザ」

（東洋町　☎22－3133）

心配ごと 3月7日㈬
人　　権 3月7日㈬
介　　護
介護保険 毎日（第 1・3 土曜日は休み）８時30分

～17時30分

法　　律 3月7日㈬ 10時
～13時30分

弁護士
無料相談

3月13・20・27日㈫
（事前予約が必要）

13時30分
～15時

男女共同参画センター
問合せ先：福井弁護士会

（☎0776 － 23 －5255）

結婚
婦人 3月10日㈯・20日㈫・27日㈫ 13時30分

～15時30分
男女共同参画センター

（婦人児童福祉協議会
☎25－3756）

家庭教育 毎週火～土曜日　　　　※ ９時～16時 少年愛護センター
（東洋町     0120－090523）

学校教育 毎週月～金曜日　　　　※
９時～16時

ハートフル・スクール
（鋳物師町　☎22－7072）

子ども
電話相談 毎週月～金曜日　　　　※

ハートフル・スクール
「はーと・ほっとダイヤル」
（ 0120 － 96 － 8104）

育児電話 毎週月～金曜日
（土曜日は午前中）　　　※

８時30分
～17時15分

子育て総合支援センター
☎21－1151、22－0147
粟野子育て支援センター
☎21－0133、25－5647

児童相談
窓　　口

毎週月～金曜日　　　　※
８時30分

～17時15分

敦賀児童相談所
☎22－0858

毎週月～金曜日　　　　※ 児童家庭課
☎22－8223

女性相談
窓　　口

毎週月～木曜日、第２・第４金
曜日、第２・第４土曜日※

８時30分
～17時15分 男女共同参画センター

（三島2　☎23－5411）第１・第３金曜日（第３は福井地方
法務局敦賀支局との合同相談）               ※

11時15分
～20時

若者求職
相談窓口 毎週火～金曜日　　　   ※ 10時～17時

男女共同参画センター
ミニジョブカフェ敦賀

（三島2　☎23－5416）

＊

問題

　　　　　　　　　　　 謹んでお悔やみ申し上げます。
　　　　　　　　　　　 12 月 22 日～１月 29 日（敬称略）
市　橋　宮口　広見（65）　曙　町　橋本とみ子（92）
本町２　田中ヨシヱ（91）　金　山　河合　功二（61）
鋳物師　山越　良子（67）　阿　曽　金井れい子（89）
神楽２　市村　雅俊（42）　神楽２　髙井　豊治（105）
若葉１　中川　　肇（77）　昭和１　船岡　　忍（79）
　沢　　東　　よつ（92）　　沓　　磯辺　寿樹（56）
松原町　勝山　　實（85）　昭和２　北村ふじ江（94）
本町１　橋本　　勝（88）　清水２　見谷シズエ（89）
公文名　松村　作幸（86）　港　町　桒名　絹子（94）
松栄町　岡野　茂雄（85）　新松島　佐々木惠美子（89）
野　坂　縄手　千鶴（95）　砂　流　山本　行雄（86）
川崎町　木㟢　髙之（76）　昭和２　山本　　巖（93）
櫛　川　磯見　美義（80）　曽々木　北川　　亨（85）
結城町　倉谷　なみ（93）　結城町　松葉　一雄（93）
新　保　山本　富雄（74）　櫛川２　矢部　佳男（80）
呉竹１　尾坂　繁男（87）　清水２　髙谷　八重（82）
昭和２　竹野　　剛（69）　櫛　林　畦高　捨次（91）
御　名　春日野信枝（78）　本町２　竹本悠喜子（75）
三島１　山田スミヱ（91）　木　崎　角谷喜美代（89）
田　尻　平本　　榮（89）　公文名　中西　豊子（58）
ひばり　水上　　稔（80）　津内２　赤田　政治（97）
新和１　北野　　稔（83）　櫛　川　佐々木英次（69）
白銀町　谷田　謙一（92）　横　浜　森田　　要（89）
沓　見　山口　和子（94）　清水２　山本なみ子（68）
本町２　竹本　　茂（83）　野　神　福光はるゑ（94）
野　坂　力野　幸一（79）　櫛　川　景山良三郎（85）
阿　曽　金井　義夫（91）　松島町　東條　順一（65）
三島２　鳴海フミ子（91）　呉竹１　森川　富子（82）
金　山　藤田　一雄（94）　松葉町　坂元　弘宗（76）
中央２　清水　清光（81）　ひばり　竹内　定男（80）
新　保　葊田マリ子（92）　阿　曽　川北　智宏（85）
栄新町　倉谷　ふみ（105）   小　河　森下　與吉（93）
沓　見　佐本　昭男（82）　砂　流　石田　治郎（69）
元　町　江口　正行（77）　櫛　川　松井美代子（88）
櫛　川　松木　芳枝（85）　三島１　三宅　富三（82）
平和町　山口　一夫（89）　吉　河　吉谷　昭次（76）

山田明美さん・林美智代さん 　昨年、市の「健幸スマイルチャ
レンジ」に参加し、健康への意
識が大きく変わりました！「夜
８時以降は間食しない」、「何気
ないだらだら食いをしない」よ
うになってから着実に体が変
わってきました。体重や体脂肪
率が減り、これを継続させなが
らこれからも健康づくりに励ん
でいきたいと思っています。

保健師からひとこと
　体重コントロールは、あらゆる健康知識を活かして実践し、継
続させていくかが重要となります。それには意識を強く持つこと
が必要ですが、その意識を持ち続けるには、「毎日記録をつける」、

「励まし合い刺激し合う環境を作る」、「停滞期があることを知る」
ことです。減量は焦らず気長に。１ヶ月自己体重の１～３％減を
目安として取り組みましょう！

皆さんの「プラス１」を紹介しませんか？詳しくは、健康

推進課（☎ 25-5311）までお気軽にお問い合わせください。

生活に気軽に取り組める健康習慣を１つ加
える「プラス１」運動。毎月、皆さんの「プ
ラス１」を紹介しています。

わたしの「プラス１」を
紹介します！

市立図書館からお知らせ
予約やリクエストした本の用意ができた時の連絡をメールで受
け取ることができます。メールアドレスを受付でお知らせいた
だくか、図書館のホームページから利用照会のページを開いて
登録ください。 問合せ　市立図書館　☎２２－１８６８

３月の行事案内

  8日 （木） 10：30 ～ ブックスタート※
（ところ：市立図書館）

  9日 （金） 10：30 ～ ブックスタート※
（ところ：粟野子育て支援センター）

10日 （土） 14：00 ～ おはなしポケット

16日 （金） 10：30 ～ ブックスタート※
（ところ：子育て総合支援センター）

16日 （金） 16：00 ～ ママのおひざ（ところ：粟野公民館）

24日 （土） 14：00 ～ おはなしポンポン

28日 （水） 10：30 ～ おはなしわたげ

※ブックスタートはブックパック引換券配布者対象です。

火～金曜日   10：00 ～ 19：00
土・日曜日   10：00 ～ 18：00開館時間

◆毎週月曜日
◆15日（第３木曜日・資料整理日）
◆18日（第３日曜日）

３月の
休館日

順位 書　名 著者名

１位 九十歳。何がめでたい 佐
さ と う

藤　愛
あ い こ

子

２位 ノーマンズランド 誉
ほ ん だ

田　哲
て つ や

也

３位 ふたご 藤
ふじさき

崎　彩
さ お り

織

予約ベスト３（一般書）12月

○きっとあの人は眠っているんだよ
○ 12 色セラピーで悩みがすっと消える　○国民国家と戦争
○心さわぐ憲法９条　○化学者たちの京都学派
○図説ビール　○北前船、されど北前船　○ゲゲゲの娘日記
○日本人の 9 割が知らない「ことばの選び方」大全
○婚活中毒　○インフルエンス　○バースデイ・ガール
○スパイたちの遺産　○とうきょう電車大図鑑
○キズナキス　○カランポーのオオカミ王

新着図書案内

新着図書案内一覧表は図書館にあります。
ホームページでもご覧になれます。

12月図書受入分
　　　    670冊

【問合せ・申込先】　こどもの国　☎ 25-7879

参加費または観覧料が必要です※

 ３月
開館時間  ９時～ 16 時 30 分
休館日　毎週月曜日、22 日（木）こどもの国 行事予定

プラネタリウムのご案内
と　き 上映作品

3/3 ㈯～
3/25 ㈰の

土日
【3/11㈰を除く】

① 11:00 ～　まほうつかいリリイ
② 13:30 ～　見えない光で宇宙を探る
　　　　　　 （再投映）
③ 15:00 ～   「光害」って何だろう？

3/11 ㈰

① 11:00 ～　まほうつかいリリイ
② 13:30 ～   未来に向けて ～防災を考える～
③ 14:30 ～　星空とともに
　　　　　　 未来に向けて ～防災を考える～

3/21（水・祝）

① 14:00 ～   絵利菜・歌のファミリー
　　　　　　 プラネタリウム  
② 15:20 ～　絵利菜・歌のファミリー
　　　　　　 プラネタリウム 

と　き イベント名

3/1
㈭

10:30 ～ 
11:30

親子なかよしひろば
　お茶会　

3/17
㈯

11:00 ～ 
11:30 マルチ測定会

3/18
㈰

14:00 ～
14:45

キッズヨガ
　親子で楽しく体を動かしましょう
　対象：３歳以上  要申込：3/1 ㈭～

3/24
㈯

14:00 ～
14:30

パレットのへや
　マイバック作り

3/29
㈭

10:00 ～
11:00

ミュージック・ケア
　講師：音楽療法士　松山　智恵氏

◀こどもの国行事予定　ＱＲコード

※※

※
※

※



　　　 敦賀西町の綱引きが復活
　国指定重要無形民俗文化財「敦賀西町の綱引き」が
2 年ぶりに開催されました。今年の綱引きは、市民有
志により結成された「敦賀西町の綱引き伝承協議会」
が初めて運営を担いました。敦賀西町の綱引きは、大
黒方と夷子方に分かれて大綱を引きあい、1 年の豊作
豊漁を占う敦賀の冬の風物詩。約 2 分間の熱戦の末、
夷子方が勝ち、今年は豊漁という結果になりました。

日 月 火 水 木 金 土
1
こころの相談日
　　　　　　 (P14)
小児整形外科相談
　　　　　　 (P14)
親子なかよしひろば
　　　　　　 (P22)

2
離乳食セミナー
　　　　　　 (P15)

3
ふれあい広場「大茶
会・生花展」(P11)

4
アーケードウォーク
　　　　　　 (P11)
職場での悩みごと無
料相談会(P16)

5
ママパパぽけっと
　　　　　　 (P15)

6

看護大学喫茶(P11)
プレママあつまれ～  
       　　　　(P16)
春季消防総合訓練
　　　　　　 (P17)

7 8
すくすく健康相談
　　　　　　 (P15)
ベビーすこやかセミ
ナー(P15)
子育て基本講座
　　　　　　 (P15)
ブックスタート
　　　　　　 (P23)

9
ママパパセミナー
　　　　　　 (P16)
ブックスタート
　　　　　　 (P23)

10
おちゃっとサロンハ
ンガリー(P12)
おはなしポケット
　　　　　　 (P23)

11
中池見定例自然観察
会(P12)
市立敦賀病院 市民公
開講座(P18)

12
つるが元気体操の会
　　　　　　 (P14)

13

子育て基本講座
　　　　　　 (P15)

14

全国瞬時警報システ
ム全国一斉情報伝達
訓練(P18)

15 16

ふたば(P16)
ブックスタート
　　　　　　 (P23)

17
悩みごと総合相談会
　　　　　　 (P14)
ふれあい広場「将棋
大会」(P16)
マルチ測定会(P22)

18
キッズヨガ(P22)

19
おはなし玉手箱
　　　　　　 (P15)

20

ほほえみひろば
　　　　　　 (P15)

21春分の日
中池見湿地の今を
シェア！ (P12)

22 
こころの相談日
　　　　　　 (P14)
すくすく健康相談
　　　　　　 (P15)
ベビーすこやかセミ
ナー(P15)

23
絵本にこにこタイム
　　　　　　 (P15)

24
パレットのへや
　　　　　　 (P22)
おはなしポンポン
　　　　　　 (P23)

25
市立博物館 史跡見学
会(P12)

26
計測ぐんぐん(P15)

27 28
おはなしわたげ
　　　　　　 (P23)

29
ミュージック・ケア
　　　　　　 (P22)

30 31
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上記カレンダーは１月31日現在のものです。今後の行事などは行政チャンネルでおしらせします。

３月

人口 66,539人（前月比 －４人）   世帯数 28,531世帯
男 32,732人　女 33,807人（平成30年１月30日現在）

昨
年
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
の
お

か
げ
で
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を

覚
え
、
ほ
ぼ
毎
日
ボ
ー
ル
を
触
っ

て
い
ま
す
。（
触
っ
て
い
る
だ
け
の

　

時
も
多
い
で
す
が
。）
自
分
の
子
ど

も
以
外
の
子
と
話
す
機
会
も
増
え
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に
い
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
発
見
す
る
た

び
に
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
お

父
さ
ん
も
が
ん
ば
り
ま
す
。（
Ｏ
）

　

２
月
上
旬
の
取
材
で
落
語
を
聞
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
聞
い
た
の
で

す
が
、
面
白
い
話
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
ン

ポ
の
い
い
口
調
に
思
わ
ず
聞
き
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
会
場
内
は
観
客
の
皆

さ
ん
の
笑
い
声
が
響
き
、
と
て
も
良
い

雰
囲
気
で
し
た
。
今
回
落
語
を
披
露
し

て
い
た
だ
い
た
落
語
家
の
方
に
よ
る
と
、

笑
う
こ
と
は
免
疫
力
が
高
ま
り
体
に
も

良
い
と
の
こ
と
。
今
年
は
、
笑
い
多
き

１
年
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
Ｓ
）

広報担当者の
つぶやき

詳しくは
（　）のページへ

行　事

詳しくは
22ページへ

相　談

詳しくは
23ページへ

休日急患診療

　

健　康
　マークは
会場　健康センター 
　　　　はぴふる
問合せ　健康推進課

☎25－5311
　マークは母子
健康手帳を持参

国立敦賀医療センター
☎25-1600

市立敦賀病院
☎22-3611

和久野医院
☎22-3080

泉ヶ丘病院
☎22-7700

いちはし整形外科
☎20-1825

３歳児健診
 受付 13:00～13:30

２歳の歯科健診
受付 10:15～10:30

１歳の親子
 歯ッピーセミナー

受付 13:10～13:30

7か月児すくすく相談
受付  9:45～10:00

13:15～13:301歳6か月児健診
 受付 13:00～13:30

1歳6か月児健診
 受付 13:00～13:30

３歳児健診
 受付 13:00～13:30

心配ごと相談
法律相談
人権相談

弁護士無料相談 行政相談

結婚・婦人相談

行政相談

弁護士無料相談

弁護士無料相談

結婚・婦人相談

結婚・婦人相談


